
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅前溜まり空間の整備について 資料３ 

●溜まり空間の整備コンセプト 

～まちの玄関口となる、快適で安全性の高いにぎわい空間～ 

イメージスケッチ 

の視点 東西自由通路 
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整備範囲 
・溜まり空間 

・南北自由通路 

・東西自由通路 

・駅舎 
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南北自由通路 

 

※注）地図は現況図です。 

●整備方針 
・駅、商店街、駅南側商業施設、駅西側住宅地をつなぐ快適かつ利便性の高い歩

行者動線を確保する。 

・平常時は、にぎわい、集いを創出できるオープンスペースを確保する。 

・災害時には防災活動及び一時避難場所の空間として利用できるようにする。 

・利用者の利便性の向上及び災害時の情報提供を行うため、情報発信機能の強化

を図る。 

整備範囲 

南北自由通路 

（駅舎） 

東西自由通路 

商店街 

溜まり空間 

※ 現時点での駅前空間の完成イメージ図となりますので、今後の検討により変更する場合があります。 

※ 地図は現況図です。 

溜まり空間のイメージスケッチ 

現況の断面イメージ図 
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整備後の断面イメージ図 
 

（Ｂ―Ｂ’） 

高低差の改善イメージ （既存跨線橋） 
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（道路） （分倍河原駅） 

（溜まり空間） （南北自由通路） （分倍河原駅） 
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